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幹 線道路 周 辺 の 粒 子 状物 質調査

○ 内藤季和 　押 尾 敏夫 　 （千葉 県 環 境研 究 セ ン タ
ー

）

［目的 1自動車 排出 ガ ス の うち 、デ ィ
ーゼ ル 車 か ら排 出 され る ガ ス 及 び粒 子 状 物 質 の 、道 路 沿 道周

辺 地 域 へ の 影響割合 を把握す る こ と を 目 的 と し て 、実施 さ れ た 道 路 沿 道 実 態 調 査結 果に つ い て 解

析 し、デ ィ
ーゼ ル 自動 車 か ら の 影 響 を検討 した。 こ の 調 査は 千葉 県環 境生活 部大気保全課 自動車

公 害対 策室 の 協力 に よ り行 っ た も の で あ る。

［調査 方法 】調 査 期 閤 は 平成 12年 12月 11 目 （月 ） 午 後 2 時 〜15 日 （金 ） 午後 2 時 の 間 の 連続 4 日商
で 、調査 地 点は 千葉県東葛飾 郡沼南 町 大津が 丘 自動 車排 出ガ ス 測 定 局 前 面の 国道 16 号 線道路端

及 び 周辺 地 域で あ る 。 調 査 内容 は道路 端及 び 周 辺 地域 の 浮遊粒 子 状物質及 び 窒素酸化物 の 測定並

び に 下層 大 気 調 査 と し、浮 遊 粒 子状 物 質 と し て PM2 ．5サ ン プ ラ
ー

（TEOM ）に よ る 1 時間 毎 の 測定 と 石

英及 び ポ リフ ロ ン ろ 紙 を使用 し た ア ン ダーセ ン ロ ーボ リ ウム サ ン プ ラ ー（ALV ）3 地 点 6 台 に よ る 48

時 間 測 定 に加 えて 、ハ イ ポ リ ウム サ ン プ ラ
ー 3 地 点 5 台に よ る 6 時間測 定で ある。 ハ イ ボ リウム

サ ン プ ラ
ー

の 内訳 は サ イ ク ロ ン 式 ハ イ ボ リ ウ ム サ ン プ ラ
ー

（CHV ）3 台 とダイ オ キ シ ン 用 ハ イ ボ リ ウ

ム サ ン プ ラ
ー （DXNHV）2 台で あ る。そ れ ぞ れ の ろ紙 に つ い て 成分分析 （炭 素成分 、イ オ ン 成分 、 多

環 芳香 族 炭化 水素 、金 属成 分 ） を行 な っ た 。 そ の 他 、大 気 汚 染測 定車 に よ る各種 自動測定機 に よ

る測 定 と気象項 目の 観 測 、 ナ ン バ ープ レ
ー

トに よる車種別 交通量 調査 も行 っ た 。 図 1 に調査機 材

の 配 置を示 す 。
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図 1　 調 査 機材 の 配 置
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図 2　調査期間 中の 貨物車等の 交通量

　 　［謫査結果】図 2 に 調査 期間 中の デ ィ
ーゼ ル 車 の 割 合

　 　の 高 い 貨 物 車 等 の 交通 量 を示 す。総 交 通 量 で は 14〜

　 　20時 が ピー
ク で あ る が 、貨物 車等 の ピー

ク は 8〜1

　 　4時 で あ っ た 。

　 　図 3 に CHVの 粒 子 状物 質濃度 の 結果 を示 す。図 中、

　 　外 回 り は 北 か ら南へ の 車 線 の 道路 端 を、内回 りは

　 　南か ら北 へ の 車線 の 道路端 を 、 周辺 は 道路か ら約

　 　100m離れ た 地 点を示 し て い る。　 CHVは 6 時間 サ ン

　 　 プ リ ン グ を行 っ た た め 、横 輓 の 1 は 12月 11 日 14時

　 　〜20時 に採 取 し た試 料 の 意味 で 、 そ の 後 、 2 ： 20

　 　〜 2 時、 3 ： 2 〜 8 時、 4 ： 8 〜14時、 ・− 1

　 　 6 ： 12月 15日 8 〜14時 と い う意 味 で あ る 。 なお 、

　 内 回 りの C日V5 〜 8 ま で の 採 取期 間は 動 作 不 良で 停

　 止 し た た め 、同 時運 転 し て い た DXNHV 粒 子 状 物 質 の

　 デ
ー

タ で 代 用 した が 、DXNHV は 分級 装置 が な く、10

　 　μ m 以 上 の 粒子 も取 り 込 むた め 、外 回 り に 比 し て 、
ロ

贓 やや 異 な る傾 向 を 示 し て い る。 5 〜 8 の 採 取 期 間

　 　を除い て も 、周 辺 よ り道路端 が 高 い傾 向 で あ っ た 。

　 　
一

方 、CHV の 元 素状炭 素 の 濃度 も図 4 に 示 す よ う

　 　に 、 周 辺 よ り道 路端 が 高 く 、 粒子 状物 質 と同様 な

　 　挙 動 を示 し た 。 有 機 炭 素 に つ い て も、同様 な 動 き

　　で あ る が、周辺 と道路端 の 濃度差は 少 な くな っ て

　 　い る。一方 、硫 酸イ オ ン 等 の 水溶性成 分 と 多環 芳
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香族 炭化 水 素は 周辺 と道路端 の 差が ほ とん ど見 られ ず 、また ハ イ ボ リ ウム サ ン プ ラ
ー

の 代用 に よ

1c。
　 PtSt・ 3 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 る影響 も見 られ な か っ た 。こ うし た成 分

12 。　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 は粒径 の 細 か い 範囲 に あ る た め 、分 級 装
・。。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 置の 有 無が影響 し ない と考 え られ る。蛍

　
s°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
字 飃り 光 X 線 で数 種 の 金 属類 も分析 し た が 、 鉄

　 60 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 − o 　 外　L

　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　・チ タ ン
・亜 鉛 な どは 、ハ イ ボ リウ ム サ

　 ね

　t。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ン プ ラ ー
の 代 用 に よる 影 響が現れ 、 道路

　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 端 で は 、恐 らく道路粉 じ ん 由来 の 粗大粒
　 　 t　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 s　　 9　 1o　 11　 11　 13　 14　 15　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16

　　　　　 図 3．CHV による粒子 状物質 濃度　　　　　 子 が 大量 に あ る も の と推 定 され る 。 また 、

代 用 し て い な い 期 間 に つ い て は い ずれ の 金属 類 も道路端 と周 辺 の 差 が 明確 で な く、少 な く とも 10

ee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 μ m 以下 の粒子 で は 道路 か ら発生 し て い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る と推定 され る金 属類 は 見い だ せ な か っ
50

　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　た 。

40

　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　［DEP 寄与の推 定］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　　 m
30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ 黜　車種別 ・

燃 料別 の PM排 出原 単位 と調 査期 間
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　　　　 図 4 　元 素 状淡 素 の 濃 度

中 の 車種別 交通 量 を乗 じ て 得 られ た排 出量

を表 1 に 示 す。デ ィ
ーゼ ル 車 か ら排 出 され

る粒子 の 割合 は 94°／。 で あ っ た 。
こ の デー

タ

と 風 向風 速デー
タ を用 い て 、 JEA 式及 び

パ フ ・プ ル ー フ 式に よ り拡散計算 を行 っ た 。計算 の 仮定 と して 、環 境庁 の 予測 マ ニ ェ ア ル か ら自動

車排 出粒子 の 炭 素成分 を80％ と し 、元 素 状炭素 の 割合が炭 素成 分 の 55％ （神 奈 川 県 の 小 山 に よ る） 、

有 効煙 突 高 5m （プ ル
ー

ム 式 ）及び Om （JEA 式）、初期拡散幅 3m と した。一
部 の デー

タが 欠

け て い る内 回 りを除 い た 結 果を表 2 に 示 す 。

表 1　車種別
・燃料 別 粒子 状物震 排出 量 （単位 ：jkg＞

車種 ガ ソ リ ン ・LPG 車 デ イ
ーゼ ル 車 合　　計

軽乗 用 0．4 0，0 0．4
乗用 5．8 4，8 10，5
バ ス G．0 正1．4 1L4

軽貨 物 0．3 0，0 0．3
小 貨物 5．2 37．2 42．5
貨客 1．5 2．2 3．7
普通 貨物 0．2 132 ．2 132 ．4
特種 1．6 36．4 37．9
合計 15，0 224 ．2 239．2

表 2 　拡散計算平均黴及 び実測平 均櫨（単位 ：μ g／m 『》

地 点 実測 平均 値 拡 散計算平均値

粒子 状 物質 外回 り 60，7 37。7

周辺 40．3 7．o
元 素 状炭 素 外 回 り 22．4 16．6

周辺 10．1 3．1

　表 2 で 求 め ら れ た 拡 散 計算値 は 自動 車 か ら の 寄 与 濃度 で あ る の で 、寄 与 率 も直ち に 求め られ る。
つ ま り、粒 子 状物質で は 外回 りが 62％で 周 辺 が 17％ で あ り、元 素 状炭 素で は 外回 りが 74％ で周 辺 が

31％ とな る 。

資料 ） 千 葉県 業務委 託 　平 成 12年 度 浮 遊粒 子 状物 質対策推進 事業 （環境 濃 度解 析 等 調 査 ）報告 書．

平成 13年 3 月 ，　 （株）数 理 計画 ．
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